
働く

遊ぶ

会報シルバー

たからづか

１　
　
　
第

肖
／
」

《
‐
０

令和2年3月１５日

三乗　　　　　　　　　　　　　　＿

･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‾‘'‾‾‾爽･

宋几

り

‾

‥

‾ｼﾙﾊﾟ

ｰﾉﾘ

､

Ｉ゛‾

｡-

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　

学ぶ

社会貢献

㎝
75’

編集発行：公益社団法人

〒665-0827宝塚市小浜２丁『



第１ ６ ２号会報シルバーたからづか令和２年３月

安
全
委
員
会
だ
よ
り

安
全
意
識
高
揚
へ
の
お
願
い

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
安
全
就

業
に
つ
い
て
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
発
生
し
た
事
故
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
発
生
件
数
は
傷
害
事
故
が

７
件
、
損
害
事
故
が
６
件
と
な
っ
て
お

り
、
損
害
事
故
に
つ
い
て
は
前
年
度
の

1
0
件
に
対
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

傷
害
事
故
に
お
い
て
は
前
年
度
の
２
件

に
対
し
て
３
倍
以
上
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
増
加
し
た
傷
害
事
故
の
発

生
内
容
に
つ
い
て
は
、
段
差
等
の
踏
外

し
や
蹟
き
に
よ
る
転
倒
が
３
件
、
自
転

車
で
の
転
倒
が
２
件
と
、
事
故
の
大
半

が
単
独
で
の
転
倒
事
故
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
発
生
要
因
の
大
半
は

慣
れ
や
油
断
、
慢
心
等
か
ら
く
る
注
意

不
足
だ
け
で
は
無
く
、
加
齢
に
よ
る
体

力
の
衰
え
や
瞬
発
的
な
運
動
能
力
の
低

下
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
会
員
各
自
が
安

全
就
業
を
自
覚
し
、
再
認
識
す
る
以
外

に
事
故
発
生
を
防
ぐ
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
損
害
事
故
に
関
し
て
も
作

業
前
等
に
安
全
確
認
を
行
い
、
安
全
意

識
を
強
く
持
つ
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
出
来
た
も
の
が
大
半
で
す
。

　
昨
年
度
に
は
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
協
会
よ
り
、
事
故
撲
滅
に
向

け
た
取
組
み
強
化
の
要
請
依
頼
も
あ
り
、

全
国
的
に
事
故
撲
滅
に
向
け
て
の
取
組

み
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
保
険
に
関
し
て
は
、

引
受
け
保
険
会
社
の
新
規
受
入
れ
停
止

や
撤
退
等
の
情
報
も
寄
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
保
険
内
容
の
見
直
し
等
に
よ
る
条

件
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
旭
市
セ
ン
タ
ー
で
も
、
事
故
を
起

こ
し
た
会
員
に
対
し
て
免
責
金
額
の
負

担
を
設
け
る
等
、
様
々
な
方
法
で
事
故

撲
滅
へ
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
よ
り
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
事
な
ど
を
目
的
と
し
、

就
業
制
限
等
に
閲
す
る
実
施
要
領
を
施

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
よ
う

な
状
況
が
続
く
場
合
に
は
、
事
故
を
減

ら
し
、
安
全
就
業
に
対
し
て
の
意
識
高

揚
を
目
的
と
し
た
、
更
な
る
取
組
み
を

検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

当
安
全
委
員
会
と
し
て
も
、
事
あ
る
ご

と
に
安
全
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
を
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
傷

害
・
損
害
事
故
を
問
わ
ず
、
「
事
故
を
起

こ
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
識
を
会
員

各
自
が
持
っ
て
頂
き
、
事
故
防
止
に
努

め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
推
薦

　
作
品
発
表

　
先
般
募
集
し
ま
し
た
「
安
全
就
業
ス

ロ
ー
ガ
ン
」
は
、
次
の
３
作
品
を
兵
シ
協

へ
推
薦
し
ま
し
た
。

　
多
数
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
推
薦
作
品

「
ま
あ
い
い
か
」
少
し
の
油
断
が
事
故

の
も
と
！

　
　
　
　
　
　
　
柏
木
　
行
夫
会
員

安
全
確
認
怠
る
な
’
・
自
分
の
た
め
・

仲
間
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
信
一
会
員

努
め
よ
安
全
！
守
れ
安
全
’
・
今
一
度

の
確
認
を
！

　
　
　
　
　
　
　
能
祖
　
淳
子
会
員

●
1
2
月
～
１
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
末
垠
花

前

年

度

客

年

／

10

件
５
仲

損

害

２
件

６
件

傷

害

☆
傷
害
事
故
Ｔ

　
●
内
容

　
　
　
自
転
車
で
就
業
先
へ
向
か
う
途
中
、

　
　
坂
道
を
下
ろ
際
に
す
れ
違
う
車
両
を

　
　
避
け
な
が
ら
丁
字
路
を
曲
が
る
う
と

　
　
し
た
時
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
。

　
　
そ
の
際
、
浦
上
の
壁
に
左
腕
と
両
膝

　
　
を
強
く
打
ち
つ
け
負
傷
し
た
。

　
●
注
草
原

　
　
　
周
囲
の
道
路
状
況
を
確
認
し
な
が

　
　
ら
通
行
す
る
と
共
に
、
バ
ラ
ン
ス
を

　
　
崩
し
や
す
く
、
急
停
止
が
難
し
い
下

　
　
り
坂
で
は
、
自
転
車
か
ら
降
り
て
通

　
　
行
す
る
等
の
安
全
対
策
に
努
め
る
こ

☆
傷
害
事
故
２

●
内
容

　
　
屋
外
清
掃
作
業
中
、
路
面
と
ス
ロ

　
ー
ブ
の
段
差
に
蹟
き
転
倒
し
、
顔
面

　
と
掌
を
負
傷
し
た
。

●
注
意
点

　
　
倣
れ
た
場
所
で
の
作
業
で
あ
っ
て

　
も
、
転
倒
し
や
す
い
場
所
を
再
確
認

　
の
う
え
、
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め

　
る
こ
と
。

２
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◆お客様利用満足度調査を実施

　この度、お客様のニーズに添った仕事の発掘と更なるサービスの向上に資するため、令和元年１２

月１日から令和２年１月３１日の間、当センターを利用して頂いたご家庭を無作為に抽出してアンケ

ートをお願いしたところ、５３件の回答を得ました。

　アンケート結果からは、おおむね当センクづ員の迅速・丁寧な仕事ぶりに好感をもって順いたこ

とがうかがえます。

シルバーを知ったのは

仕事ぷり・マナー

今後の利用

仕事の内容

職員の対応

仕事の出来栄え

料金について

☆今後のご利用にあたり、ご希望の仕事はありますか？

　・荷物の整理

　・花苗や植木鉢の片づけ

　・風呂やキッチンの水回りの掃除、など

☆その他、ご意見・ご感想など

　・来られる日の連絡が事前になかった。

　・シルバー会員さんに食事を作って頂けるようになってから

　　家族全員が健康で笑顔が増えました。
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◆
安
全
講
習
会
開
催

　
令
和
２
年
２
月
1
4
日
（
奈
）
、
生
朋
９

時
か
ら
午
後
４
時
4
0
分
ま
で
、
当
セ
ン

タ
ー
犬
会
議
室
に
お
い
て
コ
ペ
ル
ご
教

習
所
尼
崎
教
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

お
招
き
し
て
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
刈
払
機
取
扱
作
業
者
1
4
名
が
受
講

し
、
受
講
後
、
安
全
衛
生
教
育
終
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

　
令
和
元
年
1
2
月
1
8
日
（
水
）
と
1
9

日
（
水
）
、
お
よ
び
令
和
２
年
２
月
１
９
日

（
水
）
と
2
0
日
（
古
、
当
セ
ン
タ
ー
小
会

議
室
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
上
角
野
学
先
生
を
お
招
き
し
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
を
使
っ
た
集
計
表
な
ど
の
作

成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
検

索
や
フ
リ
ー
素
材
の
取
込
み
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
1
2
月
の
開
催
に
は
会
員
2
3
名
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
員
７
名
、
２
月
の
開
催
に

は
会
員
2
9
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
「
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
体
験
会
」
開
催

　
ま
だ
ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
て
、
そ

ろ
そ
ろ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
替
え
た
い

と
お
考
え
の
シ
ル
バ
ー
会
員
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
会
員
の
た
め
に
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
分
秒
２
牛
１
月

3
1
日
（
今
）
、
お
よ
び
合
作
２
年
２
月
2
8

日
（
金
）
、
当
セ
ン
タ
ー
ー
小
会
法
皇
に
お

い
て
、
「
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体

験
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
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▲体験講習を受ける皆さん

　
こ
の
体
験
会
で
は
メ
ー
カ
ー
の
協
力

で
、
実
際
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
１
人

１
台
ず
つ
用
意
さ
れ
、
講
師
は
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
２
名
が
務
め
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
様
々
な
機
能
が
初
心

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
参

加
者
は
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞
き
取
り

な
が
ら
様
々
な
操
作
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
体
験
会
は
各
日
４
回
に
分
け
て
開
催

さ
れ
、
１
月
の
開
催
に
は
会
員
1
5
名
、

２
月
の
開
催
に
は
会
員
1
2
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
今
は
、
今
後
も
毎

月
１
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

　
令
和
２
年
２
月
2
5
目
（
火
）
、
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
３
階
入

会
議
室
に
て
「
言
葉
遣
い
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
中
心
と
し
た

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会
」
を
株
式
会
社
ａ

・
ｌ
ｍ
代
表
・
取
締
役
米
谷
柑
子
氏
を
お
迎

え
し
て
開
催
し
、
会
員
1
3
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

『
就
宍
業
先
土
訪
二
問

◆　
令
和
２
年
２
月
７
口
（
奈
）
、
宝
墜
巾

青
葉
台
に
あ
る
市
営
西
山
霊
園
の
管
理

業
務
を
取
材
し
ま
し
た
。
西
山
霊
園
は

市
内
を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の
良
い

高
台
に
あ
る
。
霊
園
で
、
広
々
と
し
た
敷

地
内
に
約
３
０
０
基
ほ
ど
の
墓
。
廊
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
便
利
な
場

所
に
お
る
の
で
日
頃
か
ら
墓
参
の
方
が

多
く
、
特
に
お
彼
岸
や
お
盆
の
頃
に
は

全
国
各
地
か
ら
も
訪
れ
ら
れ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
主
な
業
務
は
、

霊
園
内
の
清
掃
と
来
園
者
や
墓
石
業
者

の
方
へ
の
応
対
な
ど
で
す
。
現
在
３
扇

の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
組
ん
で
就
業
し
て
い
ま
す
。

▲西山霊園で作業する会員

　
こ
の
日
就
業
中
の
中
多
武
十
会
員
に

お
話
を
伺
う
と
、
『
こ
こ
で
の
一
番
大
事

な
業
務
は
、
敷
地
内
や
お
墓
周
り
の
清

掃
作
業
で
す
。
墓
参
の
皆
さ
ん
に
は
い

つ
も
清
潔
な
環
境
で
お
茶
・
り
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
か
ら
。
特
に
落
ち
菓

と
ゴ
ミ
の
処
理
、
雑
草
の
手
入
れ
に
多

く
の
時
間
を
割
い
て
い
ま
す
。
桜
の
時

期
や
秋
の
落
ち
菓
の
季
節
、
そ
し
て
台

風
の
後
な
ど
に
は
か
な
り
の
量
の
ゴ
ミ

が
出
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
お

４
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供
え
の
花
が
枯
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
見
苦
し
い
の
で
、
い
つ
も
気

を
つ
け
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
お
供
え
の

花
を
片
付
け
て
い
ま
す
、
特
に
夏
場
は

花
が
枯
れ
る
の
も
早
い
の
で
気
を
使
い

ま
す
ね
」
と
の
こ
と
。
そ
れ
だ
け
に
墓
参

の
方
に
「
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ

っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

礼
を
言
わ
れ
た
時
に
は
、
大
変
や
り
が

い
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
霊
園
は
巨
陵
地
に
あ
る
た
め
、

最
上
部
ま
で
上
り
卜
り
す
る
だ
け
で
も

な
か
な
か
の
運
動
量
に
な
る
そ
う
で
、

中
多
会
員
は
「
こ
の
就
業
の
お
か
げ
て
、

毎
目
と
て
も
健
康
で
す
よ
」
と
、
笑
顔
で

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
佐
野
　
純
）

・
地
・
域
・
斑
だ
よ
刄

◆
良
元
第
３
地
区
合
同
親
睦
会

の
見
学
会
を
開
催
し
、
会
員
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
尼
崎
城
で
は
武
将
の
兜
を
か
ぶ
り
、

陣
羽
織
で
身
を
固
め
て
の
写
真
撮
影
に

盛
り
上
が
り
、
剣
術
や
鉄
砲
の
体
験
を

し
ま
し
た
。

　
「
尼
信
世
界
の
貯
金
箱
博
物
館
」
で
は

世
界
中
か
ら
果
め
ら
れ
た
１
万
４
千
点

も
の
貯
金
箱
の
展
示
に
目
を
見
張
り
、

尼
崎
城
の
体
験
と
と
も
に
会
員
相
互
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

◆
良
元
３
の
２
・
３
の
３
地
域
班

　
と
ん
ど
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
令
和
２
年
１
‥
［
‥
‥
１
３
日
（
月
・
視
）
、
午

前
1
0
持
か
ら
‥
‥
‥
一
時
3
0
分
ま
で
、
仁
川

小
学
校
校
庭
に
お
い
て
仁
川
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
主
催
で
行
わ
れ
た
と
ん
ど
焼

き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
ま

し
た
。

　
前
日
の
準
備
と
し
て
テ
ン
ト
や
櫓
の

組
立
て
、
ま
た
当
日
の
駐
輪
傷
の
雅
趣
、

来
傷
者
の
カ
ウ
ン
ト
、
そ
し
て
後
片
付

　
尼
崎
城
・
尼
≡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
を
会
員
延
べ
1
3
名
が
参
加
し
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
1
2
月
1
0
日
（
火
）
、
午
前

１
０
持
か
ら
午
後
４
持
ま
で
、
良
元
第
３

地
区
４
・
２
・
３
地
域
班
合
同
で
尼
崎
城

お
よ
び
「
尼
信
世
界
の
貯
金
箱
博
物
館
」

づ
酢
県
会
・
Ｉ
サ
ー
ク
ル
紹
介

　　テニス同好会(ＫＴＣ)

活動日時　毎週木曜日午前10時～12時

　　　　　(夏季(７～９月)は９時～11時)

活動場所　市立スポーツセンクーテニスコート

会費　　　年会費８，０００円

連絡先　　名和　昌昭

　　　　　ａ０７９７・８７・６９０４

１

２

３

４

▲一緒にテニスを楽しみませんか

快
音
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
テ
ニ
ス
同
好
会
／
名
和
昌
昭

　
遡
る
こ
と
1
5
年
。
先
輩
会
員
の
発
意

で
「
健
康
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
が
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
毎
週
木
曜
日
午

前
中
が
定
例
と
な
り
、
男
女
約
1
5
人
が

参
加
し
て
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
－
ト
で
は
、
「
ナ
イ
ス
ボ
レ
ー
ー
・
」
「
よ

く
ラ
リ
ト
が
続
い
た
な
Ｉ
！
」
な
ど
の

声
が
か
か
り
、
い
い
気
分
と
な
り
、
明
日

へ
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

に
二
度
の
「
テ
ニ
ス
合
宿
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。
6
0
歳
半
ば
か
ら
8
0
歳
代
の
方
ま

で
、
健
康
維
持
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご

せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
体
力
に
合
わ
せ

て
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
。
テ
ニ
ス
が
多
少
で

も
で
き
る
方
は
ウ
エ
ル
カ
ム
で
す
よ
。

▲ナイスショット！

５



▲ご連絡を待っています

令和２年３月　会報シルバーたからづか　第１６２号

ゴルフ同好会(―喜会)

１

２

３

活動日時

活動場所

会費

４．連絡先

１

２

３

４

▲四季の風情を俳句に詠んでみませんか

▲詩吟の腹式呼吸は健康に良いですよ

▲カラオケ大会参加の皆さん

年間４回のコンペ

主に宝塚市内のゴルフコース

年会費１，０００円

コンペ参加費は１回２，０００円

山地純二

昔０７９７・８９・６８２３

　　　　俳句ｻｰｸﾙ

活動日時　　毎月第３水曜日、

　　　　　午後１時30分～４時

活動場所　　センター３階小会議室

会費　　　　会費はなし

連絡先　　　安井　修

　　　　　ａ０７９７・８７・１７３４

１．活動日時

２．活動場所

３．会費

４．連絡先

三二-一入
位位位賞

福南坂者
　
昭

田
登

東

正
之

詩吟サークル

毎月第１、２、３木曜日、

午後６時より

西公民館

月会費　２､０００円

嶽(だけ)伸行

Ｓ０９０・４９０１・３４４６

◆
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
令
和
２
年
２
月
1
3
口
（
木
）
、
午
前
1
0

時
か
ら
「
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
宝
塚
店
」

に
お
い
て
第
２
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開

催
し
、
会
員
2
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
も
「
目
指
せ
１
０
０
点
カ
ラ
オ
ケ

チ
ー
ム
」
と
「
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
チ
ー

ム
」
に
分
か
れ
て
自
慢
の
歌
声
を
披
露

し
ま
し
た
。

★
目
指
せ
１
０
０
点
カ
ラ
オ
ケ
チ
ー
ム

６



令和２年３月　会報シルバーたからづか　第１６２号

事
務
局
だ
よ
り

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

　
令
和
２
年
度
会
費
に
つ
き
ま
し
て
、

　
「
会
費
納
入
の
お
願
い
」
の
ご
案
内
を

３
月
末
頃
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

致
し
ま
す
の
で
、
４
月
末
ま
で
に
事
務

所
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
同
封
の
振

替
用
紙
に
て
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
会
員
の
状
況
（
１
月
末
現
在
）

　
会
員
数
・
平
均
年
齢
は
１
月
末
、

　
人
退
会
考
は
1
2
月
～
１
月

会　員　数 ９１２名

(男性会員数) ６８０名

(女腫会員数) ２３２名

入会音数 16名

退会者数 24名

平均年齢 74.0歳

配　　分　金

　支払い日のお知らせ

３月就業分４月15日(水)

４月就業分５月15口(金)

５月就業分６月15日(月)

☆
お
願
い

就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完

了
後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま
で

に
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　　　就業会員募集

　当センターでは下記就業会員を

　　　随時募集しています。

　　　☆ﾁﾗｼ配布就業会員

　　　☆清掃業務就業会員

　　　☆家事援助業務就業会員

就業を希望される方は事務局まで

　お問合わせください。

　
２
０
２
０
年
４
月
開
講

　
☆
絵
画
教
室
の
ご
案
内

　
絵
画
を
描
く
楽
し
さ
を
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
、
少
し
描
け
る

方
へ
も
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
指
導
さ

せ
て
頃
き
ま
す
。
１
年
コ
ー
ス
で
す
が
終

了
後
、
継
続
受
講
も
で
き
ま
す
。

１
・
。
開
講
日
時

　
　
　
原
則
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
目

　
　
　
午
前
・
1
0
時
～
1
2
時

２
．
開
講
場
所

　
　
　
当
セ
ン
タ
ー
　
３
階
会
議
室

３
．
開
講
コ
ー
ス
　
初
級
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
上
級
コ
ー
ス

４
．
募
集
人
数

　
　
　
初
級
四
Ｉ
ス
　
1
0
名

５
．
費
用
　
月
謝
３
。
０
６
０
円

６
．
講
師
中
野
昇
二
郎

　
　
　
（
当
セ
ン
タ
ー
会
員
、
日
本
国
原

　
　
　
美
術
家
協
会
委
員
ほ
か
）

７
．
申
し
込
み
　
事
務
所
ま
で
お
電
話
で

　
　
　
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
Ｓ
０
７
９
７
・
８
１
・
７
０
０
０

犬
合
／
員
づ
の
千
広
三
塀
・

俳
　
　
句

落
ち
で
か
は
微
光
漂
う
白
椿

　
　
　
　
　
　
￥
川
嶋
兼
雄

う
っ
す
ら
と
春
の
芭
な
す
甲
山

　
　
　
　
　
　
　
￥
中
嶋
諒
子

雀
の
子
遊
び
の
旱
Ｔ
ぐ
芦
圭
る

　
　
　
　
　
　
　
９
橋
本
千
津
子

匿
名
と
言
う
は
虚
し
き
花
八
つ
手

　
　
　
　
　
　
　
９
羽
山
　
淳
子

梅
の
本
や
．
気
に
黄
押
し
破
り

　
　
　
　
　
　
　
撃
丸
山
　
民
営

啓
値
や
秘
め
た
る
夢
ぞ
甲
子
園

　
　
　
　
　
　
　
響
安
井
修

編
集
後
記

　
今
年
度
の
表
紙
は
会
員
の
皆
さ
ん

の
活
動
風
景
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
「
生
涯
現
役
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
就
業
風
景
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
同
好
会
、
互
助
会
な
ど

の
様
子
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
で
、
元
気
で
溌
剌
と
し
た
行
動
を

通
し
て
地
域
と
の
Ｊ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
だ
あ
ま

り
活
動
を
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
皆

さ
ん
も
、
来
年
度
は
ぜ
ひ
参
加
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
の

生
活
に
ハ
リ
が
出
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
佐
野
純
）

７



q､検索

肺炎の症状としてづ股的なものは咳･痰･発熱などの症状があり、肺炎がある程度ひどければ呼

吸困難という事もありま札また食事中、あるいは食後急に呼吸が苦しくなって肺炎を起こす

誤嘸性肺炎があります。

●肺炎心予防するに勝る治療なし。

　１．かぜ等を引かないようにする。（特にインフルエンザ）

　２．免疫力を高めるようにバランスの摂れた食事、適度な運動をする。

　３．誤飲に注意する。知らず知らずのうちに少量のだ液や胃液を肺に吸引してしまい誤嘸性

　　　肺炎になることもあります。

●咳や発熱がなくても元気がない、食欲不振等様子がおかしければ早めに医療機関を受診する

　ことが大切です。

★感染型ウイルス性の肺炎が疑われる場合は、まずかかりつけ医に電話で指示を仰ぐようにし

　ましょう。

日常でお困りのことはシルバー人材センターにご相談ください
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない仕事も

ありますので、まずお電話でお問合わせください。TEL0797(81)7000

・家事援助サービス　　室内清掃、窓ガラス・網戸などの清掃、食事の支度・洗濯、お部屋内の片付けや

　　　　　　　　　　　衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など

・子育て支援サービス　ー般家庭内でのお子様との留守番、イベント会場内でのお子様の一時預かりなど

・お庭の手入れ　　　植木剪定・施肥、植木の水やり、雑草刈り(機械一手刈り)

・家屋の手入れ　　　　簡易な大工仕事・塗装など

・事務サービス　　　　あて名・賞状書き、ワープ・などでの原稿づくり、パソニ1ン操作指導など

・空き地･空き家管理事業　空き地・空き家を敷地の外仮I』から現状確認を行い報告するサービス

－ － － －

－ - - － -

－ － － -－ － － -

‥ 一

・ － － - - -－ － － －

－ － － －

　 一 一 一 一

　 － 　 一

一 一 一 一 一

シルバー人材センタ一会員募集就業などを通じて社会参加しませんか７

シルバー人材センターの会員になるには

○会員の条件

　宝塚巾在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただける方。

○入会方法

　入会説明会は毎月第４月曜日午後１時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。

　入会申込善一顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2､000円)の納入で会員となります。

＊ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問合わせください。
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シルバー世代の健康管理

一　高齢者と肺炎　－
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